
附
属
書
Ｄ

協
定
附
属
書
九
（
第
六
章
関
係
）（
第
八
十
二
条
に
関
す
る
最
恵
国
待
遇
の
免
除
に
係
る
表
）
の
改

正

協
定
附
属
書
九
第
一
編
に
規
定
す
る
日
本
国
の
表
中
海
上
貨
物
利
用
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
の
項
の
前
に
次
の
項
を

加
え
る
。全

て
の
分
野

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取
得

又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又
は
制

限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
期
限

日
本
国
の
領
土
保
全
及
び

安
全
保
障
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附
属
書
Ｅ

協
定
附
属
書
十
（
第
七
章
関
係
）（
自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
特
定
の
約
束
）
の
改
正

第
一
編

日
本
国
の
特
定
の
約
束

第
Ｅ
一
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
二
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
１
の
柱
書
き
中
「
一
年
間
又
は
三
年
間
」
を
「
五
年
ま
で
の
期
間
」
に
改
め
る
。

２

同
節
１
⒞
中

及
び

を
削
り
、

の
次
に
次
の

を
加
え
る
。

物
理
学
、
工
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
若
し
く
は
法
律
学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
会
計
学
そ
の
他
の
人
文
科

学
に
関
す
る
高
度
の
水
準
の
技
術
若
し
く
は
知
識
を
必
要
と
す
る
活
動
又
は
日
本
国
以
外
の
国
の
文
化
に
基

盤
を
有
す
る
思
考
若
し
く
は
感
受
性
を
必
要
と
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
日
本
国
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
に
定
め
る
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
在
留
資
格

に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の

３

同
節
２
中
「
１
⒞

及
び

」
を
「
１
⒞

」に
改
め
る
。

第
Ｅ
二
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
三
節
及
び
第
四
節
の
柱
書
き
中
「
一
年
間
又
は
三
年
間
」
を
「
五
年
ま
で
の
期
間
」
に
改

め
る
。

第
Ｅ
三
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
五
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

日
本
国
に
あ
る
公
私
の
機
関
と
の
間
の
個
人
的
な
契
約
に
基
づ
き
、
日
本
国
に
お
け
る
一
時
的
な
滞
在
の
間
に

次
の
い
ず
れ
か
の
活
動
に
該
当
す
る
業
務
活
動
（
日
本
国
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
定
め
る
「
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
在
留
資
格
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
）
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
自
然
人
に
つ
い
て
は
、
五
年
ま
で
の
期
間
（
こ
の
期
間
は
、
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）、
入
国
及
び
一
時
的

な
滞
在
が
許
可
さ
れ
る
。

⒜

物
理
学
、
工
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
又
は
法
律
学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
会
計
学
そ
の
他
の
人
文
科
学
に
関

す
る
高
度
の
水
準
の
技
術
又
は
知
識
を
必
要
と
す
る
活
動

⒝

日
本
国
以
外
の
国
の
文
化
に
基
盤
を
有
す
る
思
考
又
は
感
受
性
を
必
要
と
す
る
活
動

２

同
節
２
中
「
１
⒜
及
び
⒝
」
を
「
１
⒜
」
に
改
め
る
。

第
Ｅ
四
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
六
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
１
の
柱
書
き
中
「
⒟
ま
で
」
を
「
⒢
ま
で
」
に
、「
二
回
」
を
「
四
回
」
に
改
め
る
。

２

同
節
１
⒜
中
「
修
了
証
書
Ⅲ
」
の
下
に
「
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
学
位
」
を
加
え
る
。

３

同
節
１
中
⒞
及
び
⒟
を
そ
れ
ぞ
れ
⒠
及
び
⒡
と
す
る
。

４

同
節
１
⒝
の
次
に
次
の
⒞
及
び
⒟
を
加
え
る
。

⒞

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
日
本
語
の
語
学
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

⒟

自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
小
委
員
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
日
本
語
能
力
に
関
す
る
要
件
を
満
た
し
た
者
で
あ

る
こ
と
。

５

同
節
１
の
新
た
な
⒡

中
「
六
箇
月
間
」
の
下
に「（
両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え

る
。

６

同
節
１
の
新
た
な
⒡
の
次
に
次
の
⒢
を
加
え
る
。

⒢

三
回
目
及
び
四
回
目
の
滞
在
の
期
間
の
更
新
の
場
合
に
は
、
⒜
か
ら
⒡
ま
で
の
要
件
に
加
え
て
、
日
本
国
政

府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
条
件
を
満
た
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

７

同
節
１
の
注
釈
２
中
「
三
回
」
を
「
五
回
」
に
改
め
る
。

８

同
節
２
の
柱
書
き
中
「
⒟
ま
で
」
を
「
⒢
ま
で
」
に
、「
三
回
」
を
「
四
回
」
に
改
め
る
。

９

同
節
２
⒜

中
「
修
了
証
書
Ⅲ
」
の
下
に
「
又
は
そ
れ
以
上
の
学
位
」
を
加
え
る
。

10

同
節
２
中
⒞
及
び
⒟
を
そ
れ
ぞ
れ
⒠
及
び
⒡
と
す
る
。

11

同
節
２
⒝
の
次
に
次
の
⒞
及
び
⒟
を
加
え
る
。

⒞

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
日
本
語
の
語
学
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

⒟

自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
小
委
員
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
日
本
語
能
力
に
関
す
る
要
件
を
満
た
し
た
者
で
あ

る
こ
と
。

12

同
節
２
の
新
た
な
⒡

中
「
六
箇
月
間
」
の
下
に「（
両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え

る
。

13

同
節
２
の
新
た
な
⒡
の
次
に
次
の
⒢
を
加
え
る
。

⒢

三
回
目
及
び
四
回
目
の
滞
在
の
期
間
の
更
新
の
場
合
に
は
、
⒜
か
ら
⒡
ま
で
の
要
件
に
加
え
て
、
日
本
国
政

府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
条
件
を
満
た
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

14

同
節
５
か
ら
７
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

日
本
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
然
人
の
言
語
能
力
が
１
⒡

又
は
２
⒡

に
規
定
す
る
活
動
に
従
事
す
る
た

め
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
然
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
⒞
若

し
く
は
⒡

又
は
２
⒞
若
し
く
は
⒡

に
規
定
す
る
研
修
を
全
面
的
又
は
部
分
的
に
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

日
本
国
政
府
は
、
１
⒞
及
び
⒡

並
び
に
２
⒞
及
び
⒡

に
規
定
す
る
研
修
に
つ
い
て
、
様
式
そ
の
他
の
関
連

す
る
情
報
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
。

７

１
⒡
に
規
定
す
る
「
看
護
師
」
の
監
督
の
下
で
の
研
修
及
び
病
院
、
２
⒡
に
規
定
す
る
「
介
護
福
祉
士
」
の
監

督
の
下
で
の
研
修
及
び
介
護
施
設
、
並
び
に
１
⒡
、
２
⒡
及
び
３
⒝
に
規
定
す
る
個
人
的
な
契
約
及
び
日
本
国
に

あ
る
公
私
の
機
関
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
政
府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
条
件
を
満
た
す
も
の
と

す
る
。

第
二
編

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
特
定
の
約
束

第
Ｅ
五
条

附
属
書
十
第
二
編
第
四
節
中
「
機
械
技
術
者
、
電
気
技
術
者
な
ど
の
業
務
活
動
」
を
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
関
係
法
令

に
従
っ
て
物
理
学
、
工
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
又
は
経
済
学
、
経
営
学
、
会
計
学
そ
の
他
の
人
文
科
学
に
関
す
る
知
識

を
必
要
と
す
る
業
務
活
動
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

法
務
大
臣

平
口

洋

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正
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